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す
こ
や
か
沼
津
（
沼
津
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
）　
戸
田
支
部

地
元
愛
あ
ふ
れ
る「
戸
田
音
頭
」を
元
気
に
Ｐ
Ｒ

輝
い
て
い
ま
す 

今
!

ここにいる 車に伝える 反射材平成 29 年使用
 交通安全年間スローガン

　

す
こ
や
か
沼
津
戸
田
支
部
は
、
3
ク

ラ
ブ
会
員
１
４
６
名
で
活
動
を
し
て
い

ま
す
。
輪
投
げ
や
ペ
タ
ン
ク
な
ど
の
ス

ポ
ー
ツ
活
動
が
盛
ん
で
、
普
段
の
練
習

や
大
会
に
は
多
く
の
会
員
が
参
加
し
て

行
わ
れ
ま
す
。
ま
た
毎
年
1
月
に
は
御

殿
場
市
老
連
富
士
沢
地
区
と
の
ス
ポ
ー

ツ
交
流
が
あ
り
、
地
域
を
越
え
て
の
交

流
を
深
め
て
い
ま
す
。そ
の
他
、カ
ロ
ー

リ
ン
グ
（
氷
上
で
行
わ
れ
る
カ
ー
リ
ン

グ
を
ベ
ー
ス
に
し
た
室
内
ス
ポ
ー
ツ
）

も
盛
ん
で
、
地
域
の
体
育
館
で
皆
で
楽

し
ん
で
プ
レ
ー
を
し
て
い
ま
す
。

　

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
は
、
昨
年
新

た
に
ク
ラ
ブ
が
発
足
し
12
名
の
会
員
が

集
ま
り
ま
し
た
。
ク
ラ
ブ
な
ど
の
用
具

を
そ
ろ
え
、
市
大
会
へ
の
参
加
を
目
指

し
練
習
を
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
他
の
活
動
と
し
て
は
、「
戸
田

音
頭
」
の
保
存
と
Ｐ
Ｒ
活
動
が
あ
り
ま

す
。
こ
の
戸
田
音
頭
は
昭
和
23
年
、
当

時
の
小
学
校
教
員
で
あ
っ
た
服
部
嘉よ

し
ま
る丸

先
生
が
、
戸
田
の
歴
史
や
魅
力
を
歌
詞

に
盛
り
込
ん
で
作
詞
作
曲
を
し
た
も
の

で
す
。
現
在
も
地
元
の
祭
り
や
小
・
中

学
校
の
行
事
な
ど
で
踊
ら
れ
、
60
年
以

上
経
っ
た
今
で
も
地
元
に
愛
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

現
在
は
故
服
部
先
生
の
お
孫
さ
ん
が

主
催
す
る
「
戸
田
音
頭
保
存
会
」
の
月

２
回
の
練
習
に
参
加
す
る
ほ
か
、
す
こ

や
か
沼
津
の
芸
能
発
表
会
や
行
事
な
ど

で
踊
り
を
披
露
し
、
地
元
戸
田
の
Ｐ
Ｒ

に
努
め
て
い
ま
す
。

　

こ
の
戸
田
音
頭
で
は
独
自
の
も
の
と

し
て
、
港
町
を
象
徴
す
る
大
漁
旗
で
の

演
技
が
あ
り
ま
す
。
踊
り
の
輪
の
後
方

で
三
旗
の
大
漁
旗
を
大
き
く
振
る
こ
と

で
舞
台
を
よ
り
一
層
華
や
か
に
演
出

し
、
躍
動
感
あ
ふ
れ
る
演
技
と
な
り
ま

す
。
こ
の
大
漁
旗
も
た
だ
左
右
に
振
る

だ
け
で
は
駄
目
で
、
上
下
左
右
（
八
の

字
）
に
振
る
こ
と
で
迫
力
が
出
る
そ
う

で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
地
元
を
象
徴
す
る
も
の

が
あ
る
こ
と
は
と
て
も
素
晴
ら
し
い
こ

と
で
あ
り
ま
す
。戸
田
音
頭
を
通
し
て
、

地
域
で
の
世
代
を
超
え
た
交
流
の
輪
が

広
が
り
、
地
域
活
性
化
、
そ
し
て
ク
ラ

ブ
の
活
性
に
繋
が
れ
ば
良
い
と
思
い
ま

す
。

11 月に行われた「いきいき創造広場」でも踊りを披露

　沼津市下香貫地区で、年に一度のお祭りとして大昔から行われていた伝統行事「海中
神輿洗い」。大戦末期の空襲で神殿・神輿が焼失し、再興されることなく半世紀もの時
を経ていましたが、地元有志の力で厳冬海中みそぎ祭りとして復興しました。
　楊原神社、大朝神社から渡御した神輿が町内を回り、小浜海岸での神事・式典に臨み
ます。この祭りの見所は成人男子が神輿を担いだまま海中でみそぎを行う勇壮な姿。ま
た地元団体によるしゃぎりの演奏、水かけや餅まきも行われお祭りを盛り上げます。

写真提供／原田 武虎　小池 庄市（すこやか沼津 下香貫支部）

厳冬海中みそぎ祭り 半世紀を経て復興した伝統神事
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　11 月 1 日（水）島田市グラウンド・
ゴルフ場にて、22 市町から 385 名が参
加して、第 15 回シニアクラブ静岡県グ
ラウンド・ゴルフ大会が開催されました。
　当初の開催予定日は雨のため中止とな
り、予備日に行われました。秋晴れの下、
参加された選手の皆さんがプレーを楽し
み、他地区老連との交流を深め、一層の
盛り上がりとなりました。
　結果は右表の通りです。県内各地から
参加された選手、大会を支えてくれた役
員、スタッフの皆さん、そして静岡県グ
ラウンド・ゴルフ協会の皆さん、ありが
とうございました。

　

シ
ニ
ア
ク
ラ

ブ
静
岡
県
の
皆

さ
ま
、
戌
年
を

迎
え
、
明
け
ま

し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

皆
さ
ま
方
に
は
、
ご
家
族
お
揃
い
で

輝
か
し
い
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
、

心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
会
員
の
各
位
に
は
、
日
頃
よ

ありがとう 早め点灯 思いやり平成 29 年使用
 交通安全年間スローガン

り
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
静
岡
県
の
各
種
事
業

推
進
に
当
た
っ
て
、
格
別
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
賜
り
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

　

昨
年
は
、
九
州
各
地
を
は
じ
め
、
全

国
各
地
に
お
い
て
、
予
想
し
が
た
い
、

か
つ
て
私
た
ち
が
経
験
し
た
こ
と
の
な

い
よ
う
な
集
中
豪
雨
等
の
自
然
災
害
に

見
舞
わ
れ
る
等
、
日
本
全
土
に
甚
大
な

被
害
が
も
た
ら
さ
れ
ま
し
た
。

　

被
害
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
皆
様
方
に

は
心
か
ら
の
お
見
舞
を
申
し
上
げ
ま

す
。

　

新
た
な
年
を
迎
え
る
に
当
た
り
、
私

た
ち
の
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
静
岡
県
に
お
い

て
は
、
５
年
目
を
迎
え
る
「
プ
ラ
ス
ふ

じ
さ
ん
（
２
２
３
）
作
戦
」
の
達
成
に

向
け
て
、
各
市
町
老
連
の
会
員
の
方
々

が
、
身
近
に
い
る
仲
間
を
ク
ラ
ブ
に

誘
っ
て
戴
い
て
、
所
期
の
目
標
達
成
に

努
め
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
改
め
て
お

願
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

私
も
会
員
の
皆
さ
ま
方
と
共
に
、
今

後
の
長
寿
社
会
に
ふ
さ
わ
し
い
、
心
身

と
も
に
健
康
で
、
元
気
あ
ふ
れ
る
老
人

で
あ
る
こ
と
を
目
指
し
て
、
共
に
手
を

携
え
、
さ
ら
に
前
進
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

　

結
び
に
、
本
会
に
対
し
、
皆
様
方
の

さ
ら
な
る
ご
支
援
や
ご
協
力
を
お
願
い

申
し
あ
げ
ま
す
と
と
も
に
、本
年
が「
戌

年
」
を
迎
え
、
実
り
あ
る
素
晴
ら
し
い

年
と
な
り
ま
す
こ
と
を
祈
念
し
、
新
年

の
あ
い
さ
つ
と
致
し
ま
す
。

市町連合会対抗戦

優　勝 長泉町老人クラブ連合会

準優勝 富士市悠容クラブ連合会

第３位 磐田市老人クラブ連合会

個人戦（青コート）

優　勝 焼津市 岡本　勝市

準優勝 長泉町 堀井昭次郎

第３位 牧之原市 中嶋　高明

個人戦（白コート）

優　勝 長泉町 後藤　英雄

準優勝 川根本町 小森　吉美

第３位 掛川市 水野　義一

個人戦（赤コート）

優　勝 富士市 窪田　徳市

準優勝 浜松市浜北 中村　雄一

第３位 菊川市 大西　孝枝

シニア防災 災害時には非常時持出品と
シニア（自分）備蓄も準備しておこう!!

第１５回シニアクラブ静岡県グラウンド・ゴルフ大会

市町対抗戦 長泉町老人クラブ優勝!! 戌
年
を
迎
え
て

　
　
　
　
　
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
静
岡
県
　
会
長
　
松
本 

庄
次
（
藤
枝
市
）

大 会 結 果

非常時持出品 シニア（自分）備蓄

非常食は、食べ慣れた食品を備蓄し、
定期的に入れかえをしよう。

メガネや薬、お薬手帳、おむつなど、
自分の必要なものをポーチなどに
入れて準備しておきましょう。

情報提供：静岡県地震防災センター
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11
月
15
日
（
水
）
三
島
市
民
文
化
会

館
ゆ
う
ゆ
う
ホ
ー
ル
に
て
、
高
齢
者
い

き
い
き
創
造
広
場
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

第
一
部
は
式
典
が
行
わ
れ
、
昨
年
度

会
員
加
入
促
進
運
動
に
お
い
て
大
き
な

成
果
を
挙
げ
た
、
い
き
い
き
ク
ラ
ブ
伊

東
、
す
こ
や
か
ク
ラ
ブ
沼
津
、
函
南
町

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
、
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ

浜
松
市
、
森
町
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
連
合
会

の
５
団
体
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

第
二
部
は
、
リ
フ
ォ
ー
ム
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
着

物
や
帯
な
ど
か
ら
コ
ー
ト
や
ベ
ス
ト
、

チ
ュ
ニ
ッ
ク
ワ
ン
ピ
ー
ス
、
作
務
衣
、

バ
ッ
グ
、
防
災
グ
ッ
ズ
な
ど
ア
イ
デ
ィ

ア
溢
れ
る
作
品
が
集
ま
り
ま
し
た
。
55

組
62
名
が
た
く
さ
ん
の
思
い
を
込
め
仕

上
げ
た
自
慢
の
衣
装
を
ス
テ
ー
ジ
の
上

まだ行ける 渡れそうでも 待つゆとり平成 29 年使用
 交通安全年間スローガン

自
慢
の
衣
装
と
熟
練
の
演
技
で
会
場
を
魅
了

リ
フ
ォ
ー
ム
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
＆
芸
能
交
流
ひ
ろ
ば 

開
催

で
披
露
し
ま
し
た
。
観
客
席
か
ら
の

声
援
に
応
え
、
出
演
者
も
手
を
振
っ

た
り
、盛
り
上
が
り
を
見
せ
ま
し
た
。

　

続
い
て
芸
能
交
流
ひ
ろ
ば
が
行
わ

れ
、裾
野
市
の
バ
ン
ド
、フ
ッ
カ
ラ
ー

ズ
の
演
奏
か
ら
は
じ
ま
り
、
10
市
町

の
皆
さ
ん
が
ダ
ン
ス
や
踊
り
な
ど
を

仲
間
と
共
に
力
い
っ
ぱ
い
表
現
し
、

楽
し
く
会
場
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

　

最
後
に
リ
フ
ォ
ー
ム
フ
ァ
ッ
シ
ョ

ン
シ
ョ
ー
表
彰
式
が
行
わ
れ
、
審
査

員
５
名
に
よ
る
厳
正
な
審
査
の
結

果
、
最
優
秀
賞
に
は
佐
藤
正
子
さ
ん

（
長
泉
町
）
優
秀
賞
に
芹
沢
昌
子
さ

ん
（
清
水
町
）、渥
美
敏
子
さ
ん
（
湖

西
市
）、
高
柳
公
代
さ
ん
（
湖
西
市
）

そ
し
て
審
査
員
特
別
賞
に
友
田
よ
し

子
さ
ん
（
三
島
市
）
と
芹
沢
教
子
さ

ん
（
清
水
町
）
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

あなたの「とっておき」教えてください
ご自慢レシピ大募集!!

応 募 締 切 平成 30 年 2 月 28 日（水）

募 集 内 容 【私の健康長寿レシピ】 皆さんのお住まいの地域の産物を使用した（地産地消）
　　　　　　　　　　健康長寿に繋がるレシピ大歓迎！！

応 募 方 法 Ａ４用紙記入。料理名、作り方、材料、料理の写真、レシピポイントやエピソードを
添えて氏名、郵便番号、住所、電話番号、年齢を記入し、ご応募ください。

応 募 先 〒 420-0856　静岡市葵区駿府町１番 70 号シニアクラブ静岡県　レシピ募集係

賞 品 図書カード

入賞者発表 入賞者には事務局より連絡します。入賞者のレシピは次号「シニアクラブ通信」に
掲載させていただきます。

皆さんから寄せられたご意見の中で「レシピを

掲載してほしい」という声が多数ありました。

そこで今回、ご自慢のレシピを募集します！！

大賀茂老人クラブ（下田市）
ダンス「おら東京さ行くだ」

函南町老人クラブ連合会
踊り「函南ばやし」

チャイムスピカ（清水町）　トーンチャイム

シニアクラブ三島　三島農兵踊
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私
た
ち
の
ク
ラ
ブ
は
、
岡
部
町
三

輪
の
「
オ
レ
ン
ジ
タ
ウ
ン
」
に
平
成
14

年
度
に
発
足
し
た
比
較
的
新
し
い
ク
ラ

ブ
で
、
現
在
の
会
員
数
は
53
名
で
す
。

　

本
ク
ラ
ブ
の
基
本
方
針
は
、
新
興
住

宅
地
に
存
在
す
る
ク
ラ
ブ
で
あ
る
た

め
、
特
に
「
地
域
と
一
体
と
な
っ
た
地

道
な
活
動
」
を
行
い
、
地
域
の
今
ま
で

以
上
の
活
性
化
に
寄
与
す
る
と
と
も

に
、
多
彩
な
活
動
を
積
極
的
に
行
う
こ

と
で
、高
齢
者
同
士
の
繋
が
り
を
深
め
、

生
き
が
い
、
仲
間
づ
く
り
等
を
行
う
こ

と
と
し
て
い
ま
す
。

　

具
体
的
な
活
動
は
「
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ

ル
フ
同
好
会
」
等
の
ス
ポ
ー
ツ
活
動
、

「
絵
手
紙
の
会
」、「
ス
イ
ー
ツ
同
好
会
」

　

平
成
2
年
4
月
1
日
、
三
島
市
東
大

場
の
分
譲
地
に
、私
た
ち
の
ク
ラ
ブ「
東

大
場
福
寿
会
」
が
誕
生
し
ま
し
た
。
当

時
は
開
発
最
中
の
分
譲
地
で
約
２
５
０

戸
の
住
宅
が
建
つ
な
か
63
名
の
会
員
で

の
ス
タ
ー
ト
で
し
た
。
以
来
27
年
の
年

月
が
経
過
し
、
現
在
は
約
９
５
０
世
帯

で
会
員
数
は
１
０
７
名
と
な
り
活
発
に

等
の
趣
味
活
動
や
、「
汚
水
処
理
場
の

草
刈
り
作
業
」
等
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
等
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
他
ク
ラ
ブ

に
は
無
い
本
ク
ラ
ブ
独
自
の
活
動
を
2

点
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

1
点
目
は「
自
主
防
災
特
別
班
活
動
」

で
、
自
主
防
災
組
織
は
町
内
会
で
運
営

し
て
い
ま
す
が
、
役
員
の
任
期
等
の
問

題
で
災
害
に
対
し
て
の
即
時
対
応
が
難

し
く
な
っ
て
い
た
た
め
、「
自
分
た
ち

の
地
域
は
自
分
た
ち
で
守
る
」
方
針
の

も
と
、
本
ク
ラ
ブ
独
自
に
平
成
18
年
度

に
自
主
防
災
組
織
の
中
に
特
別
班
を
発

足
さ
せ
、
日
頃
か
ら
災
害
に
備
え
た
取

り
組
み
を
実
践
す
る
と
と
も
に
、
危
険

個
所
の
見
回
り
点
検
、
各
消
火
機
器
始

動
点
検
等
を
含
め
た
実
際
の
放
水
訓
練

を
毎
月
1
回
行
い
、
制
服
も
揃
え
、
精

力
的
な
活
動
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

2
点
目
は
「
資
源
回
収
活
動
」
で
、

本
ク
ラ
ブ
で
は
発
足
当
初
よ
り
個
人
負

担
を
最
小
限
に
し
て
多
く
の
人
に
入
会

し
て
も
ら
い
た
い
と
、
年
会
費
1
千
円

で
運
営
し
て
き
ま
し
た
が
、
活
動
を
充

実
さ
せ
る
に
は
厳
し
い
も
の
が
あ
り
ま

し
た
。

　

そ
こ
で
自
分
た
ち

で
資
金
源
を
探
し
、

資
源
回
収
活
動
を
平

成
28
年
2
月
か
ら
実

施
す
る
こ
と
と
し
ま

し
た
。

　

町
内
会
の
各
家
庭

に
お
願
い
し
、
新
聞

紙
、
雑
紙
、
段
ボ
ー

ル
、
古
着
、
牛
乳
パ

ッ
ク
、
ア
ル
ミ
缶
等
を
月
1
回
第
2
土

曜
日
に
玄
関
先
に
出
し
て
い
た
だ
き
、

朝
8
時
か
ら
会
員
が
回
収
し
、
事
業
者

に
有
料
で
引
き
取
っ
て
も
ら
っ
て
い
ま

す
。
実
績
も
上
が
っ
て
き
て
お
り
、
有

意
義
な
活
動
で
、
会
員
同
士
の
繋
が
り

も
深
ま
り
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
通
常
の
活
動
に
加
え
、

独
自
の
活
動
を
積
極
的
に
実
施
す
る
こ

と
で
、
地
域
等
に
本
ク
ラ
ブ
の
存
在
が

広
く
認
識
さ
れ
、
自
信
を
持
っ
た
生
き

が
い
、
仲
間
づ
く
り
等
が
構
築
で
き
、

若
年
高
齢
者
を
含
め
た
加
入
促
進
に
大

き
く
繋
が
っ
て
い
く
と
確
信
し
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
今
年
度
の
本
市
の
「
さ
わ
や

か
ク
ラ
ブ
大
会
」に
て
、「
優
良
ク
ラ
ブ
」

と
し
て
表
彰
さ
れ
、
会
員
、
地
域
と
も

に
今
後
の
活
動
に
活
力
を
与
え
る
も
の

と
大
変
喜
ん
で
い
ま
す
。

　

地
域
と
一
体
と
な
っ
た
活
動
を
こ
れ

か
ら
も
積
極
的
に
展
開
し
て
い
き
ま

す
。

活
動
し
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
高
齢
化
の
進
展
は
私
た
ち
の

地
域
も
同
一
で
、
会
員
の
高
齢
化
が
進

む
な
か
新
し
い
仲
間
の
入
会
は
少
な

く
、年
々
会
員
が
減
少
し
て
い
ま
す
が
、

優
し
い
お
誘
い
に
よ
り
新
し
い
会
員
を

増
や
そ
う
と
日
々
心
が
け
て
い
ま
す
。

　

当
ク
ラ
ブ
の
活
動
は
、
毎
月
開
催
の

お先にね どうぞどうもで なごむ道平成 29 年使用
 交通安全年間スローガン

地
域
支
え
合
い
　
〜
私
た
ち
の
地
域
の
活
動
〜

地
域
と
一
体
と
な
っ
た
地
道
な
ク
ラ
ブ
活
動

　
さ
わ
や
か
ク
ラ
ブ
ふ
じ
え
だ
連
合
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
オ
レ
ン
ジ
生
き
生
き
ク
ラ
ブ 

会
長
　
西
岡
　
誠

人
の
た
め
に
何
か
す
る
こ
と
で
、
人
生
を
豊
か
に
！

　
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
三
島
　
中
郷
地
区
　
東
大
場
福
寿
会 

会
長
　
坂
本 

恵
三
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私たちはシニアクラブ静岡県の活動を応援しています〈中部版〉

　

湖
西
い
き
い
き
ク
ラ
ブ
連
合
会
（
こ

い
き
れ
ん
）
は
静
岡
県
西
部
地
区
に
位

置
し
、
会
員
数
２
７
３
４
名
、
41
単
位

老
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

年
間
の
4
大
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
は
、

①
連
合
大
会
（
ク
ラ
ブ
活
動
に
貢
献
さ

れ
た
方
の
表
彰
、
日
々
練
習
し
た
芸
能

発
表
）　

②
女
性
部
を
中
心
と
し
た
合

同
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
発
表
会　

③
三

世
代
輪
投
げ
大
会　

④
高
齢
者
健
康
祭

り
が
あ
り
ま
す
。

　

今
回
は
昨
年
10
月
17
日
（
火
）
に
行

っ
た
高
齢
者
健
康
祭
り
（
運
動
会
）
の

様
子
を
紹
介
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。
こ
の

行
事
は
市
内
を
7
地
区
に
分
か
れ
て
競

月
例
会
と
教
養
講
座
を
中
心
に
、
新
年

会
、
観
桜
会
、
年
2
回
の
集
会
所
清
掃

奉
仕
、
春
・
秋
の
日
帰
り
旅
行
、
町
内

会
納
涼
祭
へ
の
出
店
、不
要
品
バ
ザ
ー
、

餅
つ
き
大
会
の
協
力
、
年
末
お
楽
し
み

会
と
盛
り
沢
山
の
行
事
を
実
施
し
て
お

り
ま
す
。
そ
の
他
に
会
員
有
志
に
よ
る

サ
ー
ク
ル
活
動
が
行
わ
れ
、
囲
碁
、
カ

ラ
オ
ケ
教
室
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
、
輪
投

げ
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
、
ハ
ー
モ

ニ
カ
、
オ
カ
リ
ナ
、
麻
雀
教
室
と
現
在

8
つ
の
サ
ー
ク
ル
が
楽
し
く
元
気
に
活

動
し
て
い
ま
す
。

い
合
う
運
動
会
で
会
員
約
７
５
０
人
が

参
加
を
し
ま
し
た
。
競
技
は
全
て
チ
ー

ム
競
技
で
輪
投
げ
や
、
飲
料
缶
の
上
に

ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
を
載
せ
て
運
ぶ
「
ア
イ

ス
ク
リ
ー
ム
リ
レ
ー
」、
ソ
フ
ト
バ
レ

ー
ボ
ー
ル
の
ボ
ー
ル
を
2
人
で
た
ら
い

か
ら
た
ら
い
に
移
す
「
ジ
ャ
ン
ボ
豆
つ

ま
み
」
な
ど
5
競
技
で
タ
イ
ム
な
ど
を

競
い
ま
し
た
。

　

ま
た
今
回
は
「
着
て
脱
い
で
ハ
イ
」

と
い
う
新
競
技
を
行
い
ま
し
た
。
こ
れ

は
競
技
名
の
と
お
り
、
参
加
選
手
が
法

被
を
着
て
手
を
叩
い
て
か
ら
脱
い
で
次

の
人
に
回
す
リ
レ
ー
。
10
人
が
コ
ー
ス

を
往
復
し
、
ア
ン
カ
ー
が
腰
ひ
も
を
巻

い
て
ゴ
ー
ル
し
ま
す
。
選
手
に
大
き
な

声
援
を
送
る
チ
ー
ム
、
黙
々
と
脱
ぎ
着

す
る
チ
ー
ム
な
ど
あ
り
、
最
後
の
走
者

で
あ
る
ア
ン
カ
ー
が
走
り
だ
す
と
大
き

な
拍
手
が
起
き
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
競
技
の
合
間
に
は
女
性
部
を

中
心
と
し
た
レ
ク
ダ
ン
ス
が
行
わ
れ

「
サ
ザ
エ
さ
ん
」
や
「
世
界
に
一
つ
だ

け
の
花
」
な
ど
7
曲
を
踊
り
、
心
地
よ

い
汗
を
流
す
と
と
も
に
会
員
同
士
の
交

流
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
身
体
を
動
か
す
こ
と
は

心
身
の
健
康
に
繋
が
り
ま
す
。
ま
た
仲

間
と
集
い
、
楽
し
く
お
し
ゃ
べ
り
し
て

身
体
を
動
か
せ
る
こ
と
は
と
て
も
幸
せ

な
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
幸
せ
が
こ
れ
か
ら
も
長
く
続
く

よ
う
体
調
維
持
に
気
を
つ
け
、
仲
間
と

気のゆるみ 一杯だけが 命とり平成 29 年使用
 交通安全年間スローガン

と
も
に
健
康
に
過
ご
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

も
う
1
つ
加
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

の
が
、
毎
月
の
古
紙
回
収
で
す
。
従
来

は
月
例
会
開
催
時
に
参
加
す
る
会
員
が

新
聞
や
雑
誌
を
ぶ
ら
下
げ
て
持
ち
寄

り
、
倉
庫
に
保
管
し
売
却
し
て
い
ま
し

た
が
、
年
齢
を
重
ね
る
と
月
例
会
に
く

る
の
が
精
一
杯
、
と
て
も
重
い
新
聞
を

持
っ
て
こ
ら
れ
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
役
員

が
6
台
の
車
で
町
内
を
巡
回
し
、
会
員

の
玄
関
先
に
出
さ
れ
た
古
紙
類
を
回
収

す
る
シ
ス
テ
ム
に
し
ま
し
た
。
回
収
量

は
飛
躍
的
に
増
え
ま
し
た
が
、
回
収
に

か
か
る
負
担
は
増
え
て
い
ま
す
。
今
後

の
課
題
で
す
。

　

町
内
に
は
65
歳
を
超
え
る
住
民
が
多

く
い
る
な
か
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
活
動
に
参

加
し
、
加
入
す
る
方
は
少
な
い
の
が
現

状
で
す
。

　

健
康
寿
命
の
大
切
さ
が
言
わ
れ
る
昨

今
で
す
が
、
仲
間
と
お
し
ゃ
べ
り
し
、

共
に
笑
い
、
身
体
を
動
か
す
こ
と
は
健

康
に
大
切
な
こ
と
で
す
。
年
金
暮
ら
し

の
私
た
ち
が
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
活
動
を
通

じ
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
少
し
恩
返

し
を
す
る
こ
と
で
自
分
の
人
生
を
豊
か

に
し
た
い
も
の
で
す
。

多
彩
な
こ
い
き
れ
ん
の
活
動

　
　
　
　
　
　
　
　
　
湖
西
い
き
い
き
ク
ラ
ブ
連
合
会 

会
長
　
田
内 

清
之

地
域
支
え
合
い
　
〜
私
た
ち
の
地
域
の
活
動
〜



シニアクラブ通信 158 号（6）平成 30 年 1 月発行 傘・スマホ 片手運転 事故のもと平成 29 年使用
 交通安全年間スローガン

平成 30 年 10 月から

「福祉用具の全国平均価格公表により安心したレンタルが可能に」

介護保険課のホームページアドレス
http://www.pref.shizuoka.jp/kousei/ko-220/kaigo/index.html

いのち輝き、笑顔あふれる社会を。
　　　静岡県健康福祉部

【改正内容】

【福祉用具とは】

自立した生活を助けたり支えるための用具です。
※対象者は要介護度が「要支援１・２」「要介護１～５」の在宅サービス利用者です。
たとえば…①自力で歩きたい⇒歩行器や歩行補助の杖
　　　　　②自力で入浴したい⇒入浴用椅子や浴槽用手すり、入浴用介助ベルトなどがあります。
※要介護状態等により利用できる品目が限定される場合があります。また、レンタル品目と購入品目の
　区分けもあるのでご注意ください。

●「福祉用具」の品目をもっと知りたい場合は、厚生労働省のホームページをご覧ください。
　　「介護保険と福祉用具」（http://www.mhlw.go.jp/topics/kaigo/osirase/dl/yougu.pdf）

選べる品目や金額の上限など注意点がいくつかあります。福祉用具を利用する

場合は、担当のケアマネジャーや地域包括支援センターにご相談ください。

　サービスを利用していて困ったときがあっ
たとき、サービス提供事業者に相談しづらい
ときは、下のような相談先もあります。

　 担 当 ケ ア マ ネ
ジャーには日ごろか
らサービス状況など
を細かく報告してお
くと安心です。

　相談や苦情の内
容をもとに、市町
で事業者を調査し
て指導します。

　市町での解決が難しい場
合や、利用者が特に希望す
る場合は、静岡県国民健康
保険団体連合会に申し立て
ることができます。

サービスに苦情や
不満があるときは？

「ケアマネジャー」に相談

「地域包括支援センター」や
「消費生活センター」に相談

「国保連」に相談

「市町の介護保険担当窓口」に相談

　平成 30 年 10 月から国が福祉用具の商品ごとに全国平均貸与価格を公表します。現在は事業所が価格を決めてお
り、同じ福祉用具であっても価格に差があります。
　貸与事業者は福祉用具を貸与するときには、その商品の全国平均貸与価格と事業者の設定価格の両方を利用者に
説明することになります。また、平成 30 年４月から機能や価格帯の異なる複数の商品を提示することになります。
　この改正で貸与価格のばらつきが抑制され、より安心して福祉用具を利用できます。

お知らせ

　地域の高齢者の総合的支援を行う「地
域包括支援センター」で相談を受け付け
ています。また最寄りの「消費生
活センター」に相談することも
できます。
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介護保険特集

平成 30 年８月から

現役世代並みの所得がある方の利用者負担割合が見直しに

高額介護サービス費って何？

〜利用者負担が高額になったとき、高額介護サービス費等が支給されます〜

　介護保険制度は、介護が必要になった人を社会全体で支えようとする制度です。皆さんの納め
る介護保険料や利用料、市町の負担金を基に、「市町」が保険者となって制度を運営しています。
　平成 30 年４月以降、介護保険制度の改正が順次行われます。
　今回は主な改正内容について、簡単に説明します。

介護保険サービスの利用者負担割合が現在２割の方のうち、特に所得の高い方は３割負担になります。

○利用者負担割合（単身世帯の場合）

※１　合計所得金額 160 万円以上で、年金収入＋その他の合計所得金額 280 万円以上
※２　合計所得金額 220 万円以上で、年金収入＋その他の合計所得金額 340 万円以上
※合計所得金額：給与収入と事業収入等から給与所得控除と必要経費を控除した額

介護保険を利用して支払った額の合計が利用者負担の上限額を超えたとき、
超えた額が戻ってくるという制度です。同じ月に上限額を超えた場合に支給されます。
⇒高額介護サービス費の支給は、市町への申請が必要です。

※高額介護サービス費の対象にならないもの

　○ショートステイを含む介護保険施設での食費や居住費、日常生活などの自己負担分
　○特定福祉用具購入にかかった費用　○住宅改修にかかった費用　○サービス支給限度基準額を超えた費用

※１　現役並み所得者：課税所得 145 万円以上の第１号被保険者がおり、かつ世帯内の第１号被保険者の
　　　収入の合計が 520 万円（世帯内の第１号被保険者の数が 1 人の場合は 383 万円）以上の方

【平成 30 年８月から】
基準 負担割合

年金収入等　280 万円以上（※１） ２割

年金収入等　280 万円未満 １割

○利用者負担の上限（１ヵ月）

基準 負担割合
年金収入等　340 万円以上（※２） ３割
年金収入等　280 万円以上（※１） ２割
年金収入等　280 万円未満 １割

所得区分 上限額
現役並み所得者（※１） ４４，４００円（世帯）
世帯全体が市民税非課税 ２４，６００円（世帯）

（１）本人の課税年金収入額と合計所得金額が 80 万円以下の方 １５，０００円（個人）（２）老齢福祉年金受給者の方
生活保護受給者の方 １５，０００円（個人）

【申請の流れ】

※申請の期限は２年以内

① 利用 ② 通知 ③ 記入 ④ 提出 ⑤ 支給
介護サービスを
利用します

（※対象外あり）

通知と申請書が
お住まいの市町
から届きます。

申請書に記入します。（市
町によって申請方法が異な
る場合あり）一度の申請で
効果は継続します。

お住まいの市町へ提出
をします。その際に、
サービス利用の領収書
が必要となります。

お住まいの市町か
ら指定の口座に振
り込まれます

生きがいと健康づくり
イメージキャラクター

「ちゃっぴー」

　ただし、もともと高額介護サービス費の上限 44,400 円を超えて利用者負担している場合には、負担増
となる方はほとんどいません。（一時的に３割負担分の金額を支払いますが、高額介護サービス費の申請を
行えば、上限を超えた分については戻ってきます。）

【平成 30 年７月まで】
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一
時
間
待
っ
て
7
分
ご
診
察　

浜
松
市
中
区　

長
谷
川
誠
爾

（
評
）
病
院
に
は
い
ろ
い
ろ
お
世
話
に
な

っ
て
い
ま
す
が
、
予
約
し
て
も
待
た
さ
れ

る
、
待
つ
身
は
た
い
へ
ん
で
す
。

苦
と
楽
は
背
中
合
わ
せ
の
二
人
旅　

袋
井
市　

鈴
木
三
枝
子

（
評
）
昔
か
ら
「
楽
あ
れ
ば
苦
あ
り
」
と

公
園
に
桜
の
苗
木
皆
で
植
え

花
咲
く
ま
で
は
と
手
入
れ
続
け
る

袋
井
市　

鈴
木　

紀
子

（
評
）
か
の
戦
中
戦
後
に
比
べ
れ
ば
現
在

の
日
本
の
春
は
桜
盛
り
で
平
和
の
象
徴
の

よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
そ
の
陰
に
は
こ
の

歌
の
よ
う
に
目
立
た
な
い
奉
仕
を
続
け
ら

れ
る
皆
さ
ん
の
力
が
あ
っ
て
こ
そ
、
と
い

う
思
い
を
新
た
に
し
た
。

自
分
史
の
書
く
手
を
休
め
懐
か
し
む

心
は
遠
く
古
里
の
ま
ち

浜
松
市
中
区　

村
上　

孟　

（
評
）
自
己
の
原
点
は
や
は
り
古
里
で
あ

ろ
う
。「
ま
ち
」
と
書
い
て
あ
る
の
で
都

会
で
は
な
く
小
さ
な
町
の
た
た
ず
ま
い
や

人
々
の
交
わ
り
の
様
子
な
ど
が
想
像
さ
れ

る
。
お
の
ず
か
ら
手
が
止
ま
る
静
か
な
ひ

と
と
き
。

孫
五
人
よ
そ
ゆ
き
顔
に
七
五
三

祝
ふ
写
真
を
時
を
り
に
見
る

島
田
市　

有
賀　

美
代

（
評
）
孫
五
人
揃
っ
て
七
五
三
を
祝
う
幸

せ
。
あ
の
華
や
か
な
写
真
を
思
い
出
し
て

は
「
時
を
り
に
見
る
」
一
人
の
ひ
そ
か
な

楽
し
い
時
間
で
あ
る
。

初
恋
の
人
息
災
や
小
鳥
の
来

磐
田
市　

天
野　

薫　

（
評
）
送
ら
れ
て
き
た
俳
句
の
は
が
き
の

束
を
読
み
進
め
て
い
て
、
ま
ず
「
初
恋
の

人
息
災
や
」
の
一
句
に
目
が
止
ま
っ
た
。

「
息
災
」
と
言
い
切
る
の
だ
か
ら
、
今
も

近
く
に
居
て
行
き
来
が
あ
る
の
だ
と
思
わ

れ
る
。
中
学
か
高
校
の
同
級
生
か
も
し
れ

な
い
な
ど
と
、
種
々
想
像
を
巡
ら
せ
た
。

作
者
は
幸
せ
な
家
庭
を
築
い
て
い
て
、
そ

の
「
初
恋
の
人
」
も
き
っ
と
満
ち
足
り
た

シ
ニ
ア
な
の
だ
。「
小
鳥
の
来
」
と
い
う

楽
し
い
季
語
が
、
そ
ん
な
思
い
に
誘
っ
て

く
れ
た
。

病
み
抜
い
て
朝
粥
う
ま
し
草
の
花

袋
井
市　

西　

晶
子

（
評
）「
病
み
抜
い
て
朝
粥
う
ま
し
」
は
作

者
の
実
感
。
点
滴
の
針
が
外
れ
、
上
半
身

を
起
こ
し
て
一
口
含
ん
だ
「
粥
」
の
味
。

スマホ見る その一瞬が 事故のもと平成 29 年使用
 交通安全年間スローガン

私
に
も
覚
え
が
あ
る
。
15
年
前
、
脳
梗
塞

の
手
術
後
、
初
め
て
妻
に
匙
で
食
べ
さ
せ

て
貰
っ
た
重
湯
の
よ
う
な
粥
。
命
が
蘇
っ

た
喜
び
が
身
体
中
を
駆
け
巡
っ
た
の
を
今

も
忘
れ
な
い
。
掲
句
、窓
の
外
に
見
た「
草

の
花
」。
目
に
沁
み
た
こ
と
だ
ろ
う
。

赤
ま
ん
ま
茂
る
あ
た
り
が
居
間
の
あ
と

藤
枝
市　

富
永　

孝
江

（
評
）
元
の
家
は
更
地
に
な
っ
て
い
る
。

な
ぜ
更
地
に
な
っ
た
か
。
そ
の
理
由
は
述

べ
ら
れ
て
い
な
い
。
読
者
の
想
像
に
任
せ

て
い
る
。
私
達
に
分
か
る
の
は
、「
居
間

の
あ
と
」
に
は
「
赤
ま
ん
ま
」
が
茂
っ
て

い
る
と
い
う
こ
と
だ
け
。
止
む
を
得
な
い

事
情
に
よ
る
移
転
だ
っ
た
に
違
い
な
い
。

そ
れ
は
少
し
淋
し
気
な
表
現
だ
と
感
じ
た

た
め
。
時
々
来
て
は
、往
時
を
懐
か
し
む
。

鳴
き
声
を
確
か
む
盆
の
電
子
辞
書

伊
東
市　

佐
藤　

住
子

（
評
）
私
も
時
々
「
鳴
き
声
を
確
か
」
め

た
く
て
「
電
子
辞
書
」
を
使
う
。
鳥
の
声

「
四
才
が
抹
茶
の
出
合
い
」
と
米
青
年

ほ
い
ろ
相
手
に
手
揉
み
茶
も
め
り

藤
枝
市　

臼
井　

澄
江

（
評
）
お
茶
作
り
を
生
業
と
し
て
お
ら
れ

る
様
子
。
外
国
人
の
青
年
は
見
学
か
或
い

は
手
伝
い
か
。
お
茶
と
の
出
合
い
が
幼
い

頃
だ
と
知
っ
て
、
感
慨
深
く
そ
の
手
つ
き

を
見
て
い
る
作
者
。

ア
ス
フ
ァ
ル
ト
割
れ
目
押
し
の
け
春
告
げ
る

す
ぎ
な
若
芽
の
た
く
ま
し
き
緑

富
士
市　

渡
井　

公
平

四
季
に
咲
く
花
の
在
処
も
な
じ
み
つ
つ

今
日
は
桐
の
花
散
る
墓
参

掛
川
市　

遠
藤　

操　

盛
り
上
が
る
山
の
緑
を
か
が
や
か
せ

日
差
し
天
よ
り
黙
々
と
降
る

浜
松
市
南
区　

鈴
木　

寿
子

咲
き
初
め
し
萩
た
ゆ
た
ゆ
と
吾
を
待
ち
ぬ

こ
と
し
の
秋
と
の
小
さ
き
出
合
ひ

榛
原
郡
吉
田
町　

谷
内　

幸
子

貧
乏
や
苦
労
を
一
緒
に
し
た
妻
と

余
生
は
仲
良
く
ゆ
っ
く
り
生
き
ん

藤
枝
市　

大
石　

容
一

時
刻
む
ラ
ジ
オ
の
話
題
聞
き
な
が
ら

身
支
度
楽
し
仐
寿
の
日
々
を

藤
枝
市　

清
水　

修　

や
虫
の
声
が
は
っ
き
り
わ
か
る
。
若
者
に

後
れ
を
取
っ
て
は
い
ら
れ
な
い
。
新
し
い

道
具
を
使
い
こ
な
せ
な
け
れ
ば
新
し
い
世

界
は
拓
け
な
い
。
最
初
は
若
者
に
や
り
方

を
教
わ
る
が
、
そ
れ
も
聞
く
は
一
時
の
恥

と
割
り
切
る
し
か
仕
方
あ
る
ま
い
。

靴
を
手
に
渡
る
夏
川
一
歩
づ
つ

藤
枝
市　

大
石　

泰
治

浮
雲
を
燃
や
す
落
日
花
す
す
き

富
士
宮
市　

神　

一
男

三
伏
の
水
に
流
せ
り
今
日
の
う
つ

浜
松
市
細
江
町　

山
口　

英
男

地
鎮
祭
禰
宜
の
裳
裾
に
木
の
芽
風

藤
枝
市　

梅
本　

光
子

携
帯
に
暑
中
見
舞
の
メ
ー
ル
く
る

掛
川
市　

鈴
木
イ
ヨ
子

引
き
寄
せ
て
一
打
に
こ
め
る
除
夜
の
鐘

駿
東
郡
小
山
町　

東
学　

克
江

秋
連
れ
て
か
そ
け
き
朝
の
風
が
吹
く

富
士
市　

渡
辺　

悦
夫

学
童
の
見
守
り
隊
と
な
る
案
山
子

掛
川
市　

山
下　

良
子

言
わ
れ
て
い
ま
す
。「
背
中
合
わ
せ
の
二

人
旅
」
が
、
川
柳
ら
し
い
表
現
に
な
り
ま

し
た
。

一
輪
の
花
で
明
る
い
無
人
駅　

富
士
市　

雨
宮　

重
雄

（
評
）
無
人
駅
の
朝
の
通
勤
時
間
に
は
、

多
く
の
人
が
集
ま
る
で
し
ょ
う
。
無
人
駅

の
花
瓶
に
挿
さ
れ
た
一
輪
の
花
に
、
明
る

い
心
と
元
気
を
も
ら
う
こ
と
で
し
ょ
う
。

花
を
挿
し
て
く
れ
た
人
の
心
の
優
し
さ
が

う
か
が
え
ま
す
。

足
腰
を
揉
ん
で
機
嫌
直
し
て
る

磐
田
市　

山
田　

喜
一

さ
よ
う
な
ら
こ
れ
で
財
布
は
コ
イ
ン
だ
け

藤
枝
市　

増
田　

脩　

晩
学
の
夕
べ
覚
え
て
今
朝
忘
れ

富
士
市　

渡
辺　

悦
夫

戦
時
下
の
地
震
の
恐
さ
夢
に
出
る

磐
田
市　

伊
藤　

弘
朗

猫
の
手
を
借
り
て
夫
婦
は
仲
直
り

富
士
市　

勝
又　

信
也

　

【
訂
正
】

＊
前
回
二
首
目
、
笠
原
八
代
恵
様
の
歌

は
二
字
抜
け
て
い
ま
し
た
。
訂
正
し
て

お
詫
び
い
た
し
ま
す
。

【
誤
】
夢
に
た
つ
人
や
さ
し
か
り 

待
つ

こ
と
も
待
た
る
る
事
も
現
う
つ
つ
に
て

【
正
】
夢
に
た
つ
人
や
さ
し
か
り 

待
つ

こ
と
も
待
た
る
る
事
も
な
き
現
う
つ
つ

に
て

短
歌
　
幸
田
　
麗
子
　
選

川
柳
　
倉
橋
　
宏
　
選

俳
句
　
甲
斐
　
遊
糸
　
選
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浜
松
市
天
竜
区　

柳
澤
た
か
子

　

シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
通
信
１
５
７
号
は
字

が
大
き
く
て
読
み
や
す
い
で
す
。
記
事

の
中
で
大
切
な
所
は
ボ
ー
ダ
ー
ラ
イ
ン

を
引
い
て
私
た
ち
の
会
（
脳
ト
レ
の

会
）
の
参
考
に
し
よ
う
と
思
い
ま
す
。

浜
松
市
浜
北
区　

鈴
木　

幾
子

　

初
め
て
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
通
信
を
手
に

し
読
み
ま
し
た
。
老
人
ク
ラ
ブ
と
い
う

名
に
は
少
し
抵
抗
を
感
じ
ま
す
が
、
シ

ニ
ア
ク
ラ
ブ
と
い
う
言
葉
は
な
ん
と
な

く
耳
に
も
や
さ
し
い
お
だ
や
か
な
感
じ

が
し
ま
す
。
健
康
で
楽
し
い
生
活
が
で

き
る
よ
う
皆
様
に
見
習
っ
て
一
日
一
日

を
大
切
に
で
き
る
範
囲
で
頑
張
ろ
う
と

思
い
ま
す
。

磐
田
市　

松
島
と
み
子

　

楽
し
み
な
が
ら
地
域
を
支
え
合
い
活

動
し
、
仲
間
作
り
や
健
康
づ
く
り
を
し

て
い
る
ク
ラ
ブ
を
読
ん
で
と
て
も
感
動

し
ま
し
た
。
私
も
今
年
86
歳
に
な
り
、

地
震
に
大
雨
が
い
つ
起
こ
る
か
分
か
ら

な
い
世
の
中
で
す
。
地
域
ま
た
み
ん
な

で
支
え
合
い
助
け
合
っ
て
頑
張
っ
て
い

き
た
い
で
す
。

伊
東
市　

中
島　

久
子

　

い
つ
も
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
通
信
を
楽
し

く
拝
読
し
て
お
り
ま
す
。
各
々
ク
ラ
ブ

の
方
々
が
地
域
に
密
着
し
た
活
動
状
況

身につけよう 命のお守り 反射材平成 29 年使用
 交通安全年間スローガン

を
そ
し
て
会
員
増
強
に
つ
な
が
り
皆
で
思

い
や
り
の
心
と
感
謝
の
念
で
活
動
し
て
ま

い
り
ま
す
。
き
っ
と
健
康
長
寿
に
つ
な
が

る
こ
と
で
し
ょ
う
。

駿
東
郡
清
水
町　

向
笠
ま
ち
子

　

シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
通
信
楽
し
み
に
読
ま
せ

て
頂
い
て
い
ま
す
。
今
ま
で
知
ら
な
か
っ

た
地
域
で
の
活
動
ま
た
世
代
間
で
の
交
流

に
触
れ
、
ま
だ
ま
だ
と
い
う
思
い
に
さ
せ

ら
れ
ま
し
た
。

御
殿
場
市　

内
田　

佳
宏

　
「
地
域
支
え
合
い
～
私
た
ち
の
地
域
の

活
動
～
」
を
読
ま
せ
て
も
ら
い
、
大
変
参

考
に
な
り
ま
し
た
。
現
在
会
員
数
も
増
え

る
こ
と
は
な
く
、
ま
た
活
動
内
容
も
魅
力

が
な
い
の
で
各
地
の
活
動
を
取
り
入
れ
て

年
間
行
事
を
見
直
し
、
入
会
案
内
を
出
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

駿
東
郡
清
水
町　

久
保
田
美
代
子

　

シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
通
信
毎
回
楽
し
み
に
し

て
お
り
ま
す
。
ま
ず
最
初
に
目
に
入
る
の

が
「
パ
ズ
ル
」
で
す
。
こ
れ
を
解
い
て
ハ

ガ
キ
を
送
付
し
て
か
ら
徐
お
も
む
ろに

ペ
ー
ジ
を
捲

り
ま
す
。
皆
さ
ん
色
々
頑
張
っ
て
い
る
の

で
私
も
パ
ワ
ー
を
も
ら
い
残
り
の
人
生
有

意
義
に
過
ご
そ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。
こ

れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

駿
東
郡
小
山
町　

山
口
今
朝
治

　

誌
面
の
文
芸
欄
に
は
生
活
感
が
あ
ふ
れ

て
い
て
、
共
感
で
き
る
こ
と
が
い
っ
ぱ
い

で
、
う
な
ず
き
な
が
ら
読
ん
で
い
ま
す
。

焼
津
市　

佐
野　

法
子

　

地
域
の
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
の
役
員
の
方

に
誘
わ
れ
て
、
今
年
（
さ
わ
や
か
ク
ラ

ブ
や
い
づ
）
に
入
会
し
ま
し
た
。
シ
ニ

ア
ク
ラ
ブ
通
信
の
夏
号
を
読
ま
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
以
前
と
比
べ
て
入
会

す
る
人
が
少
な
く
な
っ
て
い
る
と
思
い

ま
し
た
。
人
そ
れ
ぞ
れ
に
自
分
の
生
活

の
パ
タ
ー
ン
が
あ
り
、
大
勢
の
中
に
入

っ
て
い
く
の
が
わ
ず
ら
わ
し
い
人
も
い

る
こ
と
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
何
か
1
つ

大
勢
集
ま
る
輪
の
中
へ
入
っ
て
い
く
勇

気
も
大
切
な
こ
と
と
思
い
ま
す
。

掛
川
市　

土
田　

晴
子

　

シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
に
入
会
さ
せ
て
も
ら

っ
て
2
年
目
で
す
。
皆
さ
ん
い
き
い
き

し
て
い
ま
す
ね
。
が
ん
ば
る
力
を
も
ら

っ
て
い
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。

浜
松
市
中
区　

大
石　

こ
う

　

２
年
前
に
誘
わ
れ
て
入
会
し
ま
し

た
。
私
は
ま
だ
家
庭
の
こ
と
も
あ
り
全

て
に
参
加
出
来
ま
せ
ん
が
、
ま
ず
許
さ

れ
る
時
間
内
で
輪
投
げ
と
ペ
タ
ン
ク
に

加
入
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
で
は
皆
さ
ん
と
和
気
あ
い
あ
い
、

と
て
も
楽
し
く
や
っ
て
お
り
ま
す
。
夢

中
に
な
り
子
供
の
頃
に
帰
り
ま
す
。
公

園
に
響
く
笑
い
声
は
最
高
で
す
。

◇選者の先生のご紹介
　短歌　幸

こ う だ れ い こ

田麗子先生
　　静岡県歌人協会・名誉会員
　俳句　甲

か い ゆ う し

斐遊糸先生
　　静岡県俳句協会・会長
　川柳　倉

くらはし

橋　宏
ひろし

先生
　　静岡県川柳協会・会長

◇「短歌・俳句・川柳」
　　投稿規定
　　はがき一枚三句（首）以内
　　（どの部門かを明記してください。）

◇原稿の締切
　　平成 30 年 2 月 28 日（水）

◇送付先
　シニアクラブ静岡県
　静岡市葵区駿府町 1 − 70
　県総合社会福祉会館４Ｆ
　電話０５４−２５４−５２２５

問合せ先：公益財団法人しずおか健康長寿財団　電話：054-253-4221

三島駅北口、清水駅東口、掛川駅南口、焼津駅北口、静岡駅南口

開催日　平成 30年 1月 20日（土）　13：00〜 16：30
会　場　静岡県立美術館講堂（定員 200名　申込先着順）
内　容　①第 21回美術展入賞者表彰式
　　　　②第 18回熟年メッセージ大会入賞者表彰式と作品発表
　　　　③ブラスアンサンブル（東海大学静岡吹奏楽団）
　　　　　ダンススポーツ・デモンストレーション（ねんりんピック入賞者）
　　　　④落語特別公演：春風亭百栄師匠（静岡市清水区出身　真打）
　　　　⑤お楽しみ抽選会

乗降場所
■無料シャトルバスを運行します ※時間はお問い合わせ下さい

同時開催  第 21 回静岡県すこやか長寿祭美術展

春風亭百栄師匠 昨年の美術展

すこやか長寿祭ふれあい広場を開催します平成29年度

入場料
無料
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私たちはシニアクラブ静岡県の活動を応援しています〈中部版〉

わたろうか 迷う気持ちは 赤信号平成 29 年使用
 交通安全年間スローガン

クロスワードパズル

【応募の方法】はがきに答え（ＡＢＣの順に並べてできる言葉）、住所・氏名、電話番号をお書き頂きご応募ください。正解者の中から抽選で

　　　　　　３０名の方に賞品を差し上げます。また、ご意見・要望もお書き添えください。なお、ご応募は１人１通でお願いします。

【応募先】〒420-0856　静岡市葵区駿府町1-70県総合社会福祉会館内　シニアクラブ静岡県「シニアクラブ通信」係

【締　切】平成30年2月28日（水）（消印有効）当選者の発表は、賞品の発送をもってかえさせていただきます。

ヨ
コ
の
か
ぎ

２、 昆虫の一種。羽が大きく色や模様が美しい。春に多く見られる。
５、 睡眠中に頭に浮かぶもの。将来の希望。
７、1年の間に移り行く 春・夏・秋・冬の四つの季節の総称。
８、他の意見や考え方。異議。
１０、節をつけてうたう歌の総称。「○○曲」
１２、馬が引く人や荷を運ぶための車。

タ
テ
の
か
ぎ

１、 まぶたの上に横長に生えている毛。
３、 大地震のあとに引き続いて起こる地震。
４、釣りの道具。魚がかかるとぐーっと沈みます。
６、 優秀と認められて誇りに思うこと「○○勲章」「○○挽回」
９、年をとった女性。
１０、光をさえぎって、黒く映し出される物の形。水などに映る姿。
１１、物の滑らかな表面から出てくる光。

DC

A B

F

1 42

58 9

10 11

6 7

12

E

5

3

前
回（
第
１
５
７
号
）の
答
え

テ
ン
ト
ウ
ム
シ

※請求書につきましては、物品と一緒に同封させていただきますので届き次第お支払ください。

※送料と振り込み手数料はお客様負担にてお願いします。お問い合わせは事務局 ☎ 054-254-5225 まで
なつかしの愛唱歌集

500 円（税込み）

      　　　　鉄道唱歌　箱根八里　荒城の月　われは海の子　春が来た　背くらべ　ペチカ

みかんの花咲く丘　四季の歌　東京音頭　別れのブルース　リンゴの唄　十三夜　湯の町エレジー

青い山脈　上を向いて歩こう　北国の春　命くれない　軍艦行進曲　ソーラン節　佐渡おけさ　など

収録曲

愛 唱 歌 集シニアクラブ静岡県事務局から　　　　　　　　販売のお知らせ
〜 懐かしのあの歌この歌、シニアクラブが編さんした歌集です 〜

静岡県老人クラブ連合会指定業者

15,200円（税込）
14,800円（税込）
14,400円（税込）

期間：平成30年1～3月〔交通費・宿泊代（1泊2食）・昼食代（1回）・酒1本付き・カラオケサービス・旅行保険代〕

（静岡県知事登録第2-519号 旅行業務取扱管理者・興津 純）静岡県静岡市駿河区敷地1-15-25
054（237）7988

快適バスで行ける♪
『とっておきの宿』 特選旅館予約センター

西部地区（大井川以西）
中部地区（大井川～富士川）
東部地区（富士川以東）須玉温泉

身延山久遠寺・甲州めぐりと（例） 
（須玉温泉「若神楼」露天風呂）

（20名様以上）
1名様

（20名様以上でお申し込みいただいた場合は、お客様ご希望日でＯＫです）

一度は体験したい神戸発着のんびりクルーズ旅行

詳細については詳しいパンフレットを郵送させていただきます。

 TEL 053-478-2000

■ 旅行日：平成30年6月3日(日)～6月8日（金）　■2名様より
■ 旅行代金：208,000円～（浜松駅発着、2名様一室ご利用の場合） 
■ 船中泊5泊〈朝食5回・昼食4回・夕食5回〉

観光庁登録旅行業304号
日本旅行業協会正会員

クルーズが初めての方も安心サポート付で不安なし！



（11）シニアクラブ通信 158 号 平成 30 年 1 月発行

私たちはシニアクラブ静岡県の活動を応援しています〈中部版〉

ルール無視 子どもが見てる その行動平成 29 年使用
 交通安全年間スローガン
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一
寸
先
は
闇
と
い
う
。
機
銃
掃
射

の
怖
さ
で
そ
れ
を
実
感
し
た
我
が
身

は
、
広
島
原
爆
の
死
の
灰
を
被
り
、

放
射
能
で
汚
染
さ
れ
た
飲
食
物
を
口

に
し
な
が
ら
も
、
こ
の
歳
ま
で
生
き

て
来
た
。
そ
れ
だ
け
に
、
戦
後
の
平

和
な
時
代
へ
の
感
謝
は
一
入
で
あ

る
。
し
か
し
、
将
来
に
は
一
抹
の
不

安
が
な
く
は
な
い
。

　

目
ま
ぐ
る
し
く
変
化
す
る
国
際
情

勢
か
ら
は
、
未
来
が
現
在
の
レ
ー
ル

の
延
長
線
上
に
あ
る
と
は
と
て
も
思

え
な
い
。
今
の
う
ち
に
「
終
括
」
し

て
お
こ
う
と
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で

「
し
ゅ
う
か
つ
」
を
ク
リ
ッ
ク
す
る

と
、「
終
活
」
が
示
さ
れ
、「
人
生
の

終
わ
り
を
よ
り
良
い
も
の
と
す
る
た

め
、
事
前
に
準
備
を
行
う
こ
と
」
と

　

龍
尾
神
社
は
、
掛
川
城
の
北
東
に
位

置
す
る
古
社
で
、
古
く
は
「
龍
尾
山
牛

頭
大
王
」
と
称
し
て
い
ま
し
た
。
掛
川

城
の
築
か
れ
た
峰
か
ら
連
な
る
山
脈

を
、
こ
の
地
を
守
護
す
る
龍
に
な
ぞ
ら

え
、
龍
頭
山
・
龍
胴
山
・
龍
尾
山
と
名

づ
け
、
鬼
門
に
あ
た
る
龍
の
尾
の
山
に

龍
尾
神
社
は
鎮
座
し
て
い
ま
す
。

　

神
社
の
創
祀
に
関
し
て
は
、
明
ら
か

で
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
延
喜
式

内
社
の
真
草
神

社
が
龍
尾
神
社

で
あ
る
と
の
説

も
あ
り
、
鎌
倉

時
代
の
書
物
に

龍
尾
神
社
を
詠

ん
だ
和
歌
が
見

ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
当
時
す
で
に
現
在

の
地
に
鎮
座
し
て
い
た
こ
と
が
窺
え
ま

す
。

　

龍
尾
山
は
城
の
攻
守
の
要
で
あ
り
、

徳
川
家
康
が
今
川
氏
真
と
の
攻
防
に
お

い
て
神
社
境
内
に
本
陣
を
構
え
、
今
川

氏
真
が
籠
も
る
掛
川
城
を
攻
撃
し
ま
し

た
。
攻
防
は
半
年
に
及
び
ま
し
た
が
氏

真
が
城
を
明
け
渡
し
て
小
田
原
の
北
条

氏
の
元
に
行
く
と
、
家
康
は
掛
川
周
辺

を
守
る
た
め
に
大
切
な
城
で
あ
る
と
考

え
、
掛
川
城
主
に
重
臣
の
石
川
家
成
を

任
命
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
山
内
一
豊
が
遠
州
掛
川
に
封

ぜ
ら
れ
て
か
ら
土
佐
国
に
入
る
ま
で
の

十
年
間
、
掛
川
の
地
は
大
い
に
発
展
い

た
し
ま
し
た
。
寺
社
を
大
切
に
し
た
一

豊
公
の
掛
川
城
守
護
神
、
龍
尾
神
社
へ

の
崇
敬
は
特
に
篤
く
、
掛
川
で
お
生
ま

れ
に
な
っ
た
後
に
二
代
目
と
な
る
養
嗣

子
忠
義
の
氏
神
と
し
ま
し
た
。

　

掛
川
城
の
築
城
に
際
し
て
、
旧
城
域

に
祀
ら
れ
た
古
い
社
を
現
在
の
社
に
遷

宮
合
祀
し
、
以
来
掛
川
城
の
守
護
神
と

し
て
、
歴
代
城
主
の
み
な
ら
ず
、
掛
川

藩
の
民
や
東
海
道
を
往
来
す
る
旅
人
の

信
仰
を
集
め
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
歴
史
的
に
掛
川
城
と

の
結
び
つ
き
が
強
く
、
多
く
の
信
仰
を

集
め
る
龍
尾
神
社
に
は
初
春
に
は
「
し

だ
れ
梅
」、
初
夏
に
は
「
あ
じ
さ
い
」

が
咲
き
、
多
く
の
来
場
者
を
楽
し
ま
せ

て
く
れ
る
花
庭
園
が
あ
り
ま
す
。

　

し
だ
れ
梅
は
、
約
３
０
０
本
が
咲
き

誇
り
、
圧
巻
で
す
。
か
つ
て
婦
人
は
お

気
に
入
り
の
着
物
を
身
に
ま
と
い
、
そ

の
香
が
衣
に
う
つ
る
よ
う
に
、
ゆ
っ
た

り
と
梅
の
花
見
を
楽
し
ん
だ
と
云
わ
れ

ま
す
。

　

華
や
か
な
春
の
ひ
と
と
き
、
た
お
や

か
な
梅
の
花
篭
を
、
是
非
龍
尾
神
社
で

満
喫
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
先
】

◎
掛
川
観
光
協
会
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー

　
「
旅
の
ス
イ
ッ
チ
」

　

電
話　

０
５
３
７−

２
４−

８
７
１
１

【
ア
ク
セ
ス
】

◎
Ｊ
Ｒ
掛
川
駅
よ
り
徒
歩
約
20
分

　

東
名
掛
川
イ
ン
タ
ー
よ
り
約
10
分

　

掛
川
バ
イ
パ
ス
「
西
郷
イ
ン
タ
ー

　

チ
ェ
ン
ジ
」
よ
り
約
３
分

あ
る
。
し
か
し
、
漢
字
の
活
は
私
の
意

図
す
る
括
と
は
違
う
。
現
時
点
で
は
、

不
確
定
要
素
が
多
い
「
終
活
」
は
先
送

り
し
、過
去
の
記
録
の
整
理
を
「
終
括
」

と
し
て
始
め
る
こ
と
に
し
た
。

　

診
療
の
場
に
は
、
後
事
に
不
安
を
抱

く
高
齢
者
が
少
な
く
な
い
。
明
日
の
我

が
身
も
例
外
で
は
あ
り
え
ま
い
と
思
う

と
、
夥
し
い
資
料
の
処
理
で
悩
む
凡
夫

の
姿
が
そ
こ
に
あ
る
。
若
か
り
し
頃
の

流
行
歌
「
あ
な
た
な
ら
ど
う
す
る
」
の

メ
ロ
デ
ィ
を
口
ず
さ
み
な
が
ら
、
脳
と

手
指
の
体
操
に
挑
ん
で
い
る
。

　

資
料
の
ジ
ャ
ン
ル
は
、
公
的
な
会
議

や
学
会
の
記
録
、
私
的
な
旅
行
、
写
真

や
講
演
の
記
録
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
。

し
か
し
、
私
的
な
記
録
は
、
近
親
者
と

い
え
ど
も
そ
の
価
値
は
分
か
り
難
い
。

ホ
テ
ル
の
ク
ロ
ー
ク
を
利
用
す
る

際
、「
貴
重
品
は
入
っ
て
い
ま
せ
ん

ね
？
」
と
問
わ
れ
、「
貴
方
に
は
無

用
な
が
ら
、私
に
は
宝
ば
か
り
で
す
」

と
返
す
駄
洒
落
に
通
じ
る
。

　

す
べ
て
の
資
料
を
、
思
い
切
っ
て

廃
棄
す
る
の
も
一
法
で
あ
る
。
し
か

し
、
ま
ず
は
資
料
を
廃
棄
可
と
不
可

に
区
分
し
、
後
日
、
誰
で
も
機
械
的

に
処
理
で
き
る
よ
う
に
し
て
お
き
た

い
。
そ
れ
で
も
、
区
分
の
判
定
基
準

が
し
ば
し
ば
揺
ら
ぐ
。
無
駄
な
思

案
？
の
背
景
に
は
、
ま
だ
ま
だ
生
き

延
び
て
記
録
を
も
う
一
度
見
直
し
た

い
邪
念
が
潜
ん
で
い
る
よ
う
で
あ

る
。
朧
気
な
記
憶
を
頼
り
に
、
古
い

記
録
を
蘇
ら
せ
る
私
的
な
「
終
括
」

作
業
で
は
あ
っ
て
も
、
生
き
が
い
と

し
て
健
康
寿
命
の
延
伸
に
繋
げ
ら
れ

る
な
ら
ば
、
公
的
な
社
会
貢
献
に
も

な
る
と
勝
手
解
釈
し
て
い
る
。

抱っこより 深い愛情 チャイルドシート平成 29 年使用
 交通安全年間スローガン

掛
川
市
　
龍
尾
神
社

新
し
い
静
岡
を
発
見
!!

行
っ
て
み
た
い

今ぶ
ら
り
散
歩
と
長
い
歴
史
に
ふ
れ
る
旅

た
だ
い
ま
終
括
中

　
　
　
し
ず
お
か
健
康
長
寿
財
団 

理
事
長
　
佐
古 

伊
康


